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・星遷后駆
ラムサール条約登録 (P. 2) 

日本・トルコ友好115周年 (P.6) 

第4回サンセットマラソン (P.8) 

文化の日町民表彰 (P. 9) 
： 

まちの出来事 (P. 70) 

木村知事串本の海へ潜る

串本沿岸海域でダイビングを行う木村良樹知事（写真提供：串本海中公園センター）

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・ •••20,765 人 ・男性…… 9,628人 ・女性…… 11,1 3ワ人 ・世帯数…… 9,423世帯
（平成17年11月1El硯在）



--（上）登録決定の電話を受ける松原町長

（左）役場に掲げられたラムサール条約蛍録

決定の垂れ幕

⑤‘ 広報くしもと 12

11
月
8
日
か
ら

1
5
H
に
か
け
て
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
で
開
催
さ
れ
た
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会
議
に
お
い
て
、
川
界
最
北
限
の
サ
ン
ゴ
群
落
を
も
つ
串
本
沿
岸

海
域
が
、
国
際
的
に
重
要
な
濯
地
と
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
同

会
議
に
は
串
本
町
か
ら
内
田
紘
臣
・
串
木
町
教
育
委
員
長
と
町
職
員
1
名
が
出
席
、
登

録
翌
定
証
の
投
与
を
受
け
る
と
と
も
に
、
串
本
沿
庁
海
域
の
特
徴
に
つ

い
て
ス
ラ
イ
ト

を
使
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

串
木
町
役
場
に
は

8
日
の
午
後
2
時
前、

環
埃
省
よ
り
登
録
決
定
の
電
話
連
絡
が
入

り、

電
話
を
受
げ
た
松
原
町
長
が
，
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
お

lU話
に
な
り
ま

し
た
。」
と
答
え
る
と
町
長
宰
に
詰
め
か
け
た
関

係
者
か
ら
は
一
斉
に
人
ぎ
な
拍
千
が
卜
が
り
ま

し
た
。
登
鑽
の
罪
は
す
ぐ
に
町
内
放
送
て
町
今

域
に
伝
え
ら
れ
、

役
場
に
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
を
知
ら
せ
る
垂
れ
蔀
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

松
原
町
長
は
「
こ
の
快
学
を
町
民
と
と
も
に
密

び
た
い
。
今
日
は
ゴ

ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
）
卜
。

こ
の
条
約
の
主
旨
を
地
元
が
理
解
し
、
自
然
環

瑳
の
保
全
を
皆
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
観
光
而
で
は
こ
れ
を
機
会
に
串
木
の
素

晴
ら
し
さ
を

IU界
に
発
信
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て

い
き
た
い
。
」
と
語
り
ま
し
た
。

8
H
の
＇
佼
に
は
、
海

111公
園
セ
ン

タ
ー
内
の
串
本
ダ

イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク
に
て
、
町
関
係
者
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
棠

者
ら
有
志
に
よ
る
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、

登
録
の
決
定

を
喜
び
合
う
と
と
も
に
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
た
初
日
か
ら
は
、
串
本
駅
前
の

ア
ー
チ
を
始
め、

町
内
の
観
光
地
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
を
伝
え
る
記

念
呑
板
が
設
置
さ
れ
、

町
は
祝
賀
ム
ー
ト
に
包
ま
れ
ま

し
た。

串木沿岸海域についてのプレゼンテーション

■ラムサール条約
登録を考える

且

串
本
沿
岸
海
域

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
墜
録
広報くしもと 12 ぞ‘



ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
は
、

串
本

町
に
と
っ

て
本
当
に
う
れ
し
い
ニ

ュ
ー

ス
で
す
。
特
に
串
本
海
中
公
園
セ
ン

タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
心
か
ら

敬
意
を
巾
し
上
げ
ま
す
。
貴
平
な
自
然

資
源
を
保
令
し
つ
つ、

そ
れ
を
有
幼
に

活
川
し
て
い
く
と
い
う
同
条
約
の
主
旨

を
蹄
ま
え
な
が
ら
、
串
本
町
の
自
然
保

護
の
町
づ
く
り
を
広
く
P
R
し
、
観
光

や
町
お
こ
し
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

,

’

~9· ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
翌
録
は
、
串
本

の
海
の
素
睛
ら
し
さ
を
ダ
イ
バ
ー
以
外

の
力
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ
け
る
良
い

き

っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
メ

デ
ィ
ア
の
取
材
が
増
え
、
注
目
度
は

串
本
町
観
光
協
会
会
長中

村

洋

介

川

勝

昇

漁
業
組
合
に
と
っ
て
も
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

漁
染
と
い
う
の
は
自
然
が
相
手
で
す
か

ら
、
海
、

111、
川
、
緑
、

令
て
の
環
接

を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
も
の
で
す
。
美
し
い
自
然
を
私

た
ち
の
十
や
孫
に
残
し
て
い
く
た
め
、

皆
が
こ
の
条
約
の
意
味
を
正
し
く
輝
解

し
、
自
然
を
大
切
に
す
る
意
識
を
も
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

串
本
漁
業
溢
同
組
合
長嶋

洋

ぐ
っ

と
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

町
内
に
は
様
々
な
保
令
活
動
を
行
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ

た
地

道
な
活
動
が
今
後
も
市
安
に
な
っ

て
く

る
と
思
い
ま
す
。
観
光
協
会
と
し
て
も

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
認
知
度
を
上
げ
て

い
く
取
り
糾
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

9

し

9

・ヽ
9

し
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:`̀言））ヽ ダイビング体験終了後、木村知事、 地元の観光関係者な

どが参加して行われた「ふれあい未来づくりトーク」

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
予
定
地
視
察

10
月
24日、

木
村
良
樹

・
和
歌
山
県
知
事
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
狡
録
を
目

励
に
控
え
た
串
本
の
海
を
視
察
に
砂
れ
、
初
め
て
の
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン

グ
を
休
験
し
ま
し
た
。
ウ
エ
ソ
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
勺
J

ん
だ
木
村
知
事
は
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー

2
名
と

一
緒
に
串
本
ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク
前
の
錆
浦
海
岸
に

潜
り
、
約
40
分
間
の
海
中
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。
休
験
を
終
え
た
木
村
知

事
は、

「思
っ
た
よ
り
簡
単
。
南
洋
の
海
と
辿
LI

通
の
海
が
混
じ
っ
た
景
観
が

I
H
I
,
U
か
っ
た
。

（
高
野
・
熊
野
の
）IU
界
迫
産
と
併
せ
、
海
・1
1
1
•
川
に
恵

ま
れ
た
和
歌
山
ら
し
い
観
光
を
P
R
し
て
い
き
た
い
。」

と
語
り
ま
し
た。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
記
念
行
事

11月
23
日
、
串
本
沿
芹
海
域
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
翌
録
を
記
念
し
、
祝
質

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
串
本
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
内
田
教

脊
委
日
に
か
ら
松
原
町
艮
へ

認
定
証
が
千
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
内
田
教
育
委
貝

艮
に
よ
る
締
約
国
会
議
の
報
古
や
、
環
埃
省
自
然
環
埠
局
国
立
公
園
課
長
の

鍛
治
竹
郎
氏
に
よ
る
益
調
溝
演
な
と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
会
場
を
串
本
海
中
公
園
セ

ン
タ
ー
に
移
し
記
念
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ、

同
セ
ン
タ
ー
が
串
本
町
民
に
無
判
開
放
さ
れ
た
ほ
か
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
休
験
メ
ニ

ュ
ー
や
、
（
株
）
モ
ン

ヘ
ル
代
表
取
締
役
礼
艮
・加
野
勇
氏
に
よ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
溝
演
会
、
ト
ー

ク
シ
ョ
）
＆
ラ
イ
ブ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
日
没
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

串
本
町
教
吉
長

今
回
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
丘
録
は
、

地
域
の
自
然
環
接
に
改
め
て
日
を
，
JuJ
け

る
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
翌

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
串
本
町
に
は

様
々
な
教
育
査
泊
が
眠

っ
て
い
ま
す
。

木

村

良

樹

＋
ど
も
た
ち
に
は
そ
う
い
っ

た
地
域
の

訪
り
、

宝
と
い

っ
た
も
の
を
自
党
し
、

串
本
と
い
う
郷
土
に
自
信
を
も
っ
て
ほ

し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
＋
ど
も
だ
け

で
な
く
、
町
民
仝
日
が
そ
う
い
っ
た
意

識
を
も
ち
、
息
の
艮
い
取
り
組
み
を
続

け
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ

た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第

q
回
締
約
国
会

絨
に
お
い
て
、
「
串
木
沿
岸
海
城
」
が

希
少
な
タ
イ
プ
の
湿
地
ど
し
て
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
和
歌
山
県
に
と
り
ま
し
て
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

登
録
は
「
串
木
沿
岸
海
域
」
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
が
国
際
的
に
認
め
ら

れ
た
も
の
で
、
木
県
に
と
っ
て
は
、
第

2
の
世
界
遺
産
ど
も
い
え
る
貴
重
な

財
産
と
な
り
ま
す
。

私
も
先
日
串
木
の
海
に
潜

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
人
懐
っ
こ
い
南
洋
の

魚
ど
テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
ど
こ
ろ
で
す
。

県
ど
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
登
録
を
絶
好
の
機
会
ど
ど
ら
え
、
地
元

の
皆
さ
ん
ど
協
力
し
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
守
る
ど
と
も
に
、
当

地
域
の

P
R
、
世
界
遺
産
ど
の
連
携
、
体
験
型
観
光
の
推
追
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
い
、
地
域
の
振
興
に

つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
ど
考
え
て
お
り
ま
す
。

手

塚

健

郎

和
歌
山
県
知
事

⑤‘ 広報くしもと 12

串
本
町
議
会
議
長

鎮浦海岸でスキューバダイピングに初挑戦した木村知事

出本沿；；；海域

ラムサール条約に登録

締約国会請で授与された登録認定証が内田教育委員長

から松原町長へ手渡されました

ダイピングパーク前テラスで行われた

辰野氏らによるトークショー＆ライブ

広報くしもと 12 貪‘



【洋上追悼式典】

ほ）式典の会場となった海上自衛隊の呉地

方総監部所屎澳衛艦「まつゆき」（全長13Qm• 

排水量3,050トン）

【文化交流事業】
12日には串本IIIJ文化センターにおいて文

化交流事染が開1崖され、利埋教室、写真展、
エプル展、音楽祭なとの他しに多く の方々

が参加し、 トルコ文化に視しみました。

（上）殉難将士の冥福を祈り、出席者全員で黙祷

を捧げました。

（左）遭難海域へ献花を行うカラハンオール海軍

大将

?‘ 広報くしもと 12

（上）圧巻たった海上自衛隊呉音楽隊のコンサート

（左上） トルコの伝統楽器によるコンサー ト。左はトルコを代表する

弦楽器「サス」奏者の藤井良行さん、右は片面太鼓「ダルプッカ」を

演奏する立岩潤三さん。

（右）日本の墨流しによく似た トルコの伝統工芸 「エブル」 の作品展

（左） トルコ人シェフによる家庭でできるトルコ料理教室

（上）慰霊碑に献花される高円宮妃殿下 （右）追悼文を奏上される妃殿下

（中）式典は激しい雨が降り続く中、執り行われました。

（左）ウナイドウン大使は 「トルコ国民の温かい思いを串木の皆さんへお伝えしま

す。」と挨拶を行いました。

叩
治
23
年
の
ト
ル
コ
軍
艦
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
か

ら
今
什
は
闊
年
と
い
う
節
目
の
年
c

こ
の
地
で
命
を
＂

洛
と

し
た
587
名
の
将
士
た
ち
の
冥
福
と
向
国
の
友
好
閃
係
の
発

展
を
願
い
、

11
月
1
1
H
.
12
H
に
日
本
・
ト
ル
コ
友
好
115

周
年
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

n
H
の
午
前
中
に
は
、

大
品
樫
野
崎
沖
の
エ
リ
遭
難
海

域
に
お

い
て
洋
上
迫
伸
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
会
塩
と
な
っ

た
池
卜
白
衛
豚
護
衛
艦
「
ま
つ
ゆ
き
」
の
甲
板
で
は
、
ト

ル
コ
海
軍
総
司
令
官
イ
ュ
ネ
ル
・

カ
ラ

ハ
ン
オ
ー
ル
洵
軍

大
将
や
ソ
ル
マ
ズ

・
ウ
ナ
イ
ド
ウ
ン
駐
日
ト
ル
コ
特
命
全

権
人
使
ら

64
名
の
出
席
者
が
黙
祷
を
行
い
、
歓
牡
者
の
眠

る
池

へ
献
花
を
行
い
ま
し
た。

ま
た

M
日
午
後
か
ら
は
、
高
円
宮
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
、

工
号
逗
難
慰
孟
碑
前
に
お
い
て
陸

L
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
、

地
元
樫
野
区
の
皆
さ
ん
や
ト
ル
コ
閃
係
者
な
ど
210
名
が
参

列
し
ま
し
た
。

高
llJ宮
妃
殷
卜
は

「愛
す
る
家
族
を
故
国

に
残
し
、
嵐
の
海
に
尊
い
命
を
失
わ
れ
た
特
様
、
そ
し
て

残
さ
れ
た
こ
家
族
の
こ
と
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
。
し

か
し
そ
の
同
じ
海
は
今
も
な
お
両
同
を

つ
な
い
で
い
ま
す
。

過
去
に
あ
っ
た
も
の
に
思
い
を
致
し
、
木
＊
へ
つ
な
げ
て

い
く
こ
の
式
典
に
参
加
し
、

私
も
皆
様
の
志
を
人
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
追
悼
の
一・-]
菜
を
述
べ
ら
れ
、

冷
た
い
印
が
降
り
続
く
中
、
慰
霊
碑
に
献
花
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
・
ト
ル

広報くしもと 12 官‘



凰
地
璽
窃
紹
[6

11
月
13El
、
町
民
大
運
動
会
の
会
場
に
お
い
て
多
年
に
わ
た
リ
旧
串
本

町

IEl古
座
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
賭
ら
れ
る
町
民
表
彰
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

方
森
一
夫
さ
ん

(81)
古
座

昭
利
的
年
7
月
か
ら
平
成
17
年
3
月
ま
で

40
年
9
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り

ID占
痺
町
議

会
議
日
を
務
め
ら
れ
、
言
‘
成

10
年
6
月
1

中
成
12
年
6
月
は
議
長）

地
方
自
治
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

西
田
新
さ
ん

(69
)
古
座

昭
和
5
1
年
7
月
か
ら
平
成
17
年
3
月
ま
で

28
年
9
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り

ID占
痺
町
議

会
議
貝
を
務
め
ら
れ
、

(
T成
16
年
7
月
1

T
成
17
年
3
月
は
議
長
）
地
方
自
治
の
発
辰

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
登
さ
ん

(81)
中
湊

昭
利
祁
年
7
月
か
ら
昭
和
16
年
2
月
、
昭

和
63
年
7
月
か
ら
平
成
3
年
1
月
、

平
成
4

一
斉
に

ス
タ
ー
ト
す
る
選
手
た
ち

（
写
真
は

5
キロの
部
）

年
7
月
か
ら
ア
成

16
年
6
月
の
間
、
計
2
5

年
3
ヶ
月
の
長
ぎ
に
わ
た
り
IR古
座
町
議

会
議
日
を
務
め
ら
れ
、

(
T
成
1
4
年
6
月

1
平
成
16
年
6
月
は
議
長）

地
方
自
治
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

畑
上
和
繁
さ
ん

(66)
西
向

昭
和

59
年
7
月
か
ら
平
成
16
年
6
月
ま

で
20
年
の
に
含
に
わ
た
り

ID古
座
町
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
、

(T
成
12
年
7
月
ー

平
成
1
4
年
6
月
は
議
長
）

地
方
自
治
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
c

鈴
木
一
好
さ
ん

(66)
潮
岬

T
成
元
年
2
月
か
ら
平
成
17
年
2
月
ま

で
16
年
の
長
合
に
わ
た
り

ID串
本
町
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
、
（
平
成
1
5
年
2
月
1

平
成
17
年
2
月
は
議
長
）

地
方
自
治
の
発

展
に
尽
り
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

17年
度
文
化
の
日
町
民
表
彰

西
谷
悟
さ
ん

(72)
神
野
川

昭
和
63
年
7
月
か
ら
平
成
16
年
6
月
ま

で
16
年
の
長
き
に
わ
た
り

ID古
座
町
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
発
辰
に

尽
ル
さ
れ
ま
し
た
。

高
砂
健
己
さ
ん

(77)
二
色

T
成
4
年
9
月
か
ら
平
成
17
年
3
月
ま

で
12
年
7
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り
旧
串
本

町
選
挙
管
坪
妥
日
を
務
め
ら
れ
、

(
T成

12
年

9
月
1
乎
成

17
年
3
月
は
委
員
長）

公
平
公
止
な
選
挙
事
務
の
執
行
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

桝
田
義
昭
さ
ん

(77)
古
座

昭
和
2
4
年
6
月
か
ら
平
成
17
年
3
月
ま

で
55
年
10
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り
旧
山
座

町
消
防
団
日
を
務
め
ら
れ
、

(T
成
14
年

1
月
1
乎
成
17
年
3
月
は
団
長
）
人
命
と

財
産
の
保
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

西
地
健
さ
ん

(69)
田
原

昭
利
認
年
12
月
か
ら
平
成
17
年
3
月
ま

で
11
年
4
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り
旧
ーロ庫

町
消
防
団
貝
を
務
め
ら
れ
、
人
命
と
財
産

表
彰

第

4
回
串
本

S
U
N
S
E
T
マ
ラ
ソ
ン

683名
が
健
脚
競
う

10
月
29
日、

潮
岬
望
楼
の
芝
生
を
メ
イ
ン
会

場
に
旧
串
本
町
か
ら
数
え
て
4
回
日
と
な
る

ぶ
＇
州
最
，
田
端
串
本

S
U
N
S
E
T
マ
ラ
ソ
ン
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
町
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
683
名
の
参
加
者
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン、

5
、9
ウ
、
3
ャ
2

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
、

2
でェ
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
4
つ
の
種
口
に
分
か
れ
、

日

頃
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

当
H
は
天
気
が
心
配
さ

れ
た
も
の
の
、

午
前
小
に

少
し
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た
＜

ら
い

て
、
午
後
か
ら
は
太

陽
が
顔
を
の
ぞ
か

せ
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

の
ラ

ン

ナ
ー
が
ゴ
ー
ル
す
る
頃
に

は
「
日
木
の
夕
陽
百
選
」

に
も
選
ば
れ
る
潮
岬
の
美

し
い
夕
幽
が
ラ
ン
ナ
ー
を

出
迎
え
て
い
ま
し
た
。

（上）望楼の芝生内で行われたクロスカ

ントリー

（左）ハーフマラソンは堀木喘人さんが

トップでゴール

レース結果（敬称略）

表彰式後の記念揉影。左から方森さん、西田さん、 畑上さ ん、松原町長、

鈴木さん、西谷さん、高砂さん、濱口さん。

濱
口
舟
二
さ
ん

(65)
須
江

昭
利
40
年
7
月
か
ら
平
成
17
年
3
月
ま

で
39
年
9
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り

ID串
本

町
消
防
団
貝
を
務
め
ら
れ
、
人
命
と
財
産

の
保
仝
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

の
保
仝
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

男子18-29歳a:,/l'
1位辛本泰彦 （愛渕克） 1時阿 7分O1
2位谷本卓也 （田辺市）

3位 小久保敦吏 （三〒屯）

男子30-39歳の部
1位 j忠木 需人

2位波越 絋

3位姑本醗手

恒 40-49歳哄9
1位屹田芦司
2位 小畑 店和
3位浜岡,,胴

男子50-59歳の部
1位 小西 1建雄
2位 山根定紐
3位 国部 1烹男
男子伍曲以上の郎
lイ立 田ス1l己行 （芙浜9]） 1時問3lc,,'aJ
2位片山正一 （京臣屯）

3位石井 忠臣 （ナ、阪『「）

淳 本町） 1時問16分10
（大阪囮）

（大阪町）

（大阪同） 1時問①分17
（愛クcl,!)
（大阪111)

（奈良"'' l時問21分51
（庶取屯）

(iii"°Jl|訂）

（茨城<,!J l時問①分37
（大飯囮）

（戸J璽<,!)

女子18~29歳の部
1位米本珠天 （大飯『ll時問32分39
2位本多麻里代（和歌山市）
3位伊荘 梓 （埼玉屯）

女子30~39歳の部
1位 直 竺；エ字
2位児玉典子
3位阪本智干

女子叩ー49歳の部
1位追林秀代 （大飯同） 1時閻35分ll
2位村上 路子 （大飯町）
3位今村習否干（平本9J)

女子印～59歳の部
1位山地悦字 （大飯ITT)l時問51分51
2位新谷千予 （田辺市）

3位御所園ゆみ子 （兵庫"')

女子伍曲以上の郎
lイ立石井佳代 （大版同） 1時閻53Bl5
2位岸 ；；字 （兵庫屯）

3位赤石祐子 （→-葉中）

高．生1.9上男子
1位 中）"正治 （大阪ITT) 16分34秒
2位'..水 秀紀 （すこみ町）

3位垣下費和 （新宮市）

宕和牛I‘9卜女子
lイ立 中亡 千日子（和歌山市）在ウ託6秒
2位浅利哭希 （平本町）

3位 岡厖 紀子 （新宮市）

ヰ学生1_9上男子
1位城本四斗 （すさみ町）17分勺秒
2位玉玉 店基 （田辺市）

3位箔摩淵 裕弥（角田市）

d均e牛9‘9卜女子
1位阿田奈実 （御坊市） 19分l2秒
2位 屈祖奇南海 (-=-"'膚）
3位 キクイ呆 梨よ少（田辺市）

一男子1位 屯吟一昭 （御坊市） 11分25秒
2位 珂 友惑 （田辺市）

3位浜中啓輯 （御坊市）

女子
1位 稲森 頁月 （田辺市） 12分34秒
2位 原田祐里 （御坊市）

3位 榮 紗希 （委浜町）

一男子1位演字岳人 （田辺市） 7分35秒
2位 束 宏武（古幽119]）
3位 小西 I手欧 （平本町）
女子
1位 中井愛委 （すさみ9J)09分llll秒
2位 栢堂岐笠 （和歌山屯）

3位 榮崎 美波 （古幽 119]）

⑤‘ 広報くしもと 12 広報くしもと 12 官‘



「
放
火
」
及
び
「
放
火
の
疑
い
」
に
よ
る
火
災
は
、

昭
和
60
年
以
降
連
続
し
て
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め

て
い
ま
す
。
傾
向
と
し
て
は
冬
か
ら
春
先
、
及
び
夜
間

か
ら
明
け
方
に
か
け
て
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
放
火
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
だ
け
で
は
な

く、

地
域
ぐ
る
み
の
環
境
作
り
が
重
要
で
す
。

住
居
の
放
火
対
策

oft居
の
戸
締
ま
り
は
徹
底
し
、
外

部
か
ら
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

oft居
の
固
り
ぱ
粒
埋
整
頓
し
、
特

に
燃
え
や
す

い
物
は
放
置
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
照
旧
を
設
四
す
る
な
ど
し
て
賠
が

り
を
無
く
し
、
放
火
さ
れ
に
く
い
環

撓
作
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

車
両
の
放
火
対
策

0
夜
間
に
路
上
や
空
き
地
な
ど
へ
の

不
用
意
な
駐
申
ぱ
や
め
ま
し
ょ
う
。

ボ
デ
ィ
ー
カ
バ

ー
に
も
防
炎
製
品
を

使
用
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ

。
、つ

0
施
錠
し
て
い
な
い
中
両
の
内
部
へ

放
火
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

施
錠
管
理
は
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
防
火
対
策

0
夜
問
、
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
や
祈
聞
、

雑
誌
等
に
放
火
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら

れ
ま
す
。
ゴ
ミ
を
放
罹
し
な
い
な
ど、

ゴ
ミ
集
積
瑞
の
環
樟
つ
く
り
を
地
域

ぐ
る
み
で
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

0
コ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
、
口
時

以
外
は
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う。

仕
民

一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ

ル
の

高
揚
を
図
る
こ
と
も
防
火
対
策
の

一

つ
で
す
。

（先
月
り
か
ら
引
き
続
き
、

実
現
し
た
選

挙
公
約
に
つ
い
て
）

④
ゴ
ミ
袋
の
販
売
価
格
の
見
直
し

す
で
に

4
月
1
日
の
合
併
時
に
ゴ
ミ
袋

は

3
0
0円
に
変
更
さ
れ
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
10
月
ー
日
よ
り
、
18

串
木
町
は
値
下
げ
し
て
、
旧
古
座
町
は
従

来
ど
お
り
の

2
0
0円
ど
し
ま
し
た
。

(50

リ
ッ
ト
ル

10
枚
入
り
）

住
民
の
皆
さ
ま
方

の
重
税
感
を
い
く
ぶ
ん
か
で
も
軽
減
で
き

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
の
て
は
な

⑤
人
事
交
流

国
や
県
と
の
パ
イ
プ
を
活
か
し
た
人
事

交
流
と
し
て
文
部
科
学
省
よ
り
教
育
長
と

し
て
手
塚
健
郎
氏
を
迎
え
ま
し
た
。
同
氏

は
44
歳
の
壮
年
輿
っ
只
中
で
す
。
町
の
教

育
の
た
め
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
ど
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
公
約
の
う
ら
、
現
在
す
す
め
て

い
る
も
の
は
次
の
ど
お
り
で
す
。

①
防
災
タ
ワ
ー
の
建
設

（二
基
）

年
度
内
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
新
病
院
建
設
の
た
め
の
「
病
院
問
題
検

討
委
員
会
」
の
設
置

財
政
的
に
も
、
ま
た
医
師
の
招
聘
等
に

つ
い
て
も
最
も
困
難
を
極
め
る
病
院
建
設

問
題
に
つ
い
て
は
、

10
月
20
日
に
第

1
回

の
会
議
を
も
ら
ま
し
た
。

r--------------------, 
ご意見募集

町政、町つくり など役場の仕事につい

て背さまの声をお聞かせください，，背

さま から寄せられたこ 意^見は今後の町

政運党の参考とさせていただき、 その

一部を1ム報紙底にて公開させていただ

きます。

［方法］
郵込 • FAX· メ ー ルにてお寄せください。

〒649-3592 串木町串木1800 l 
l 

串木町役場企幽諜「ご意見券集j 係 l 

fax 0735-62-6970 I 
l 

bkaku@town. kush;moto. wakayama.jp j 
--------------------" 

趙騎長町
今
後
は
こ
れ
ら
公
約
の
早
期
実
現
の
た

め
に
誠
心
誠
意
、
全
力
を
つ
く
し
て
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
町
民

の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
心

よ
り
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
私
は
こ
の
「
広
報
く
し
も
ど
」
に
、

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
や
ご
要

望
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
町
政
や
町
づ
く
り
に

つ
い
て
、
皆
さ
ま
が
普
段
感
じ
て
お
ら
れ

る
こ
と
を
、
役
場
企
画
課
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い

。

松原 繁樹

I ll 

災需
l

くし ヒで
⑭ 広報くしもと 12



1 ．串本町病院問題検討委員会 I 

■平成1舷E度
（串本病院）

内科 外科
整形
眼科

耳 患 産婿
小児科
泌尿

皮出科
リハビ

言t 割合
外科 籾喉科 人 科 器科 リ科

1日串本町 17,683 3,014 5, 752 

゜゜
715 I 

゜
／ / 27,164 90 5 

旧 古座 町 415 41 190 

゜゜
198 ／ 

゜
／ ／ 844 2 8 

古 座 Ill町 155 41 286 

゜゜
lOO ／ 

゜
／ ／ 58B 2 0 

す さ み町 69 27 143 

゜゜
28 ／ 

゜
／ ／ 267 0 9 

那留勝浦町 51 137 

゜゜゜
120 ／ o I ／ 308 l 0 

その他 275 54 236 

゜゜
279 / o I ／ 844 2 B 

合 言t 18,648 3,314 6,607 

゜゜
1,446 I o I/ ／ 30,015 100 0 

（古座川病院）

内科 外科
整形

眼 科
耳 鼻 産 滉

小児科
泌尿

皮面科
リ）＼ビ

言t 割合
外科 ⑮喉科 人科 器科 リ科

1日串本町 764 537 138 

゜゜
I 

゜
I 

゜゜
1,439 B B 

1日 杏座町 4,013 1,512 1,371 

゜゜
／ 

゜
／ 

゜゜
6,896 42 D 

古座 Ill町 4,370 1,421 778 

゜゜
／ 

゜
／ 

゜゜
6,569 40 D 

す さ み町

゜゜゜゜゜
／ 

゜
／ 

゜゜゜
0 0 

那智勝浦町 246 434 679 

゜
0 / o I 

゜゜
1,359 B 3 

そ の他 54 32 76 

゜
0 / o I 

゜゜
162 l 0 

合 言t 9.447 3,936 3,042 

゜
0 / 

゜ ゜
0 16,425 100 0 

■平成1笠E度
（串本病院）

内科 外科
整形
眼科

耳 昂 産碍
小児科
泌尿

皮出科
リハビ

言t 割合
外科 籾喉科 人 科 器科 リ科

旧串本町 23.463 5,970 15,896 l.853 3,155 2,190 1,237 I / 53.764 86 7 

1日 古底町 1,651 439 1,248 180 310 504 ／ 175 ／ ／ 4,507 7 3 

古座 Ill町 432 190 403 61 145 304 ／ 109 ／ ／ 1,644 2 7 

すさみ町 147 112 135 B 27 1 02 ／ 7 ／ ／ 538 0 9 

那智勝浦町 84 52 140 18 19 163 ／ 11 ／ ／ 487 D B 

そ の 他 335 104 200 21 30 370 ／ 15 ／ ／ 1,075 l 7 

合 言t 26,112 6,867 18,022 2,141 3,686 3,633 1,554 1 I/ 62,015 100 0 

（古座川病院）

診療科別・居住地別患者動向調べ（入院）

診斗別・居H主地別懇者動向調べ（外来）

内科 外科
整形

眼 科
耳鼻 産 閲

小児科
泌尿

皮面科
リ）＼ビ

言t 割合
外科 底喉科 人科 器科 リ科

1日串本 町 2,409 814 1,234 78 653 1 2,462 17 

゜
7,667 12 4 

1日古座町 17,530 3,008 11,238 l, 191 956 ／ 1, 71 0 ／ 207 D 35,840 58 D 

古座 Ill町 7,525 1,241 3,683 407 581 ／ 849 ／ 119 D 14,405 23 3 

す さ み町

゜゜゜゜゜
／ 

゜
／ 

゜゜゜
0 0 

那智勝浦町 962 613 690 59 BB ／ 367 ／ 55 

゜
2,834 4 6 

そ の他 222 182 208 160 125 ／ 176 ／ 2l 

゜
1,094 l B 

合 言t 28,648 5,858 17,053 1,895 2.403 I/ 5,564 / 419 0 61,840 100 0 

※ 「割合」憫については、小数点；；； 2佗を1iLI括Ji人していますので、各数fil1)合；；1は必ずし も介致しません3

設

串
本
町
病
院
問

さ
れ
ま
し
た

涵
検
討
委

会
が

区胃<し と12
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かなしみ
※広雑への投社を希望されない）」は、 lrtlil,'の応に窓nにお巾しii,'ください。

(lOJJ受付分 1杖称略）
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体かー

◇
松
井
知
II

敏
さ
ん
（
大
阪
府
）
か
ら
、
＇

」

へ／ ／ヘ

日 松 岡大西守：松沖
下下野 内川本本

仕 優 秀了裕幸純
桂
史芙之秋紀＋ 、『・

古
陀串潮 繭串有伊
川野姫
町本岬 川本田 串

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご
ざ
い
ま
す

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

湯
元
さ
く
ら

将

美

須

江

れ
お

宮

川

獅

竜

繭

野

川

み

な

え

丸
本
実
菜
恵

uJJ

繭
野
川

し
つ
き

丸

本

樹

uJJ

賦
野
川

n
よ
う

中
烏

諒

進

冶

串

本

患
田

茉
凜

裕

一

出

竺

谷

口

，

隣

正

宗

潮

岬

＆
 

良

知

亜

衣

莉

紐

降

一

一

色

杉
本

隆

買

隆

睛

串

本

東

唯
衣

利

栄

串

本

ゆ

ら

鈴
木

優
艮

悼

潮

岬

畑清尾岩橘 槌 山野 土羽北にー丹矢村峠 西奥 岩岩澁
中原 崎 本 村 本原 崖田 111鴫野倉上 川村谷谷畑

ヤ 烹 岩明時 文 昭需市杏孝美 秀和 否企昌周 •I亘
ス清認 狩代
ノ 雄 治治津教 ―一郎文哲一 代 ―．代＋ 一ー保 ＝雄

h“
ら
．． 
L£ 

ー
し
て
見
給

よ
か
Co.‘

rl

.
E
t

て
＂
~
へJ

ー
か
ら
．． 
L
i
-

L
と
し
て

U

ー
か
ら
，
りし

n-

.l
Lて
h
W介

89 85 82 72 83 80 91 94 77 90 88 91 85 87 50 80 85 79 87 88 54 

上古津西古古田 閾 串有串和田串田串須―．押押串
田 野 並
原陀荷向陀陀寸．川本田本深中．本 上本江色野野本

兌

お
誕
生
お
戸
只
い
す

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

父
（
悛
晶
）
の
供
歪
と
し
て
潮
岬
名
人

ク
ラ
ブ
及
び
否
典
返
し
と
し
て
社
会

幅
祉
協
議
会
へ

。

◇
村
上
直
uJJ
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、
＇
」
け

（了
鶴
）
の
供
蒼
と
し
て
潮
岬
と
人
ク

ラ
ブ
ヘ
。

◇
瓜
田
弘
幸
さ
ん
（潮
岬
）
か
ら、

，L
父

（弘
）
の
供
歪
と
し
て
潮
岬
名
人
ク
ラ

プ
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。

◇
西
川
丁
甲
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、

＇」
け

否

代
＋
）
の
否
典
返
し
と
し
て
須
江

と
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。

◇
尾
崎
靖
さ
ん
（
田
中
）か
ら
、，
L
り
（
は

心
の
）
の
香
典
返
し
と
し
て
田
咋
¥

人
ク
ラ
ブ
及
び
礼
会
福
祉
協
議
会
へ
。

◇
城
下
堅
司
さ
ん
（
奈
良
県
否
芝
市
）
か

ら、

'L
姉

面

久
美
）
の
追
希
供
茶
と

し
て
田
井
上
名
人
ク
ラ
ブ
及
び
否
典

返
し
と
し
て
社
会
輻
祉
協
議
会
へ

。

◇
固
村
稔
充
さ
ん
（
串
本
）か
ら、

，L
父

言
五
郎
）
の
熊
戸
し
て
串
本
第
一「

と
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
輻
祉
協
議
会

へ
。

◇
南
慶

一
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、

社
会
福

祉
施
設
幣
価
寄
附
令
と
し
て
串
本
町

へ。

◇
中
井
益
人
さ
ん
（
大
烏
）か
ら、

，L
け

（で
ん
）
の
否
典
返
し
と
し
て
つ
ば
さ

共
圃
作
業
所
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

へ。

◇
森
下
烈
さ
ん
（西
luJ)
か
ら
、
＇
」
り
（
ひ

さ
ゑ
）
の
ぷ
口
典
返
し
と
し
て
社
会
饂

祉
協
議
会
へ
。

◇
博
多
写
司
さ
ん

(EB
辺
市
）か
ら
、
，
L

父
（
市
利
）
の
ぷ
口
典
返
し
と
し
て
札
会

幅
祉
協
議
会
へ

。

◇
芝
芳

一
さ
ん
（
大
烏
）
か
ら
、
＇」
り
（
ト

リ
エ

）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
似

祉
協
議
会
へ
。

◇
柿
本
久
代
さ
ん
（古
田
）
か
ら
、

'L
文

祠

次
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
似

祉
協
議
会
へ
。

◇
薮
つ

や
さ
ん
(EB
咋
）
か
ら
、
＇
」
文
（
芳

次
郎
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ
。

◇
小
野
古
広
さ
ん

（堺
市
）
か
ら
、
亡
り

（セ
主
み
）

の
否
典
返
し
と
し
て

EB
咋

名
人
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

へ。

◇
鴫
英
一
さ
ん

（
和
歌
山
市
）か
ら
、
，
L

父
（
恒
文
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ

。

◇
末
本
一
中
さ
ん

（潮
岬
）
か
ら
、

'L
義

け
（
長
EB
ナ
ラ
エ
）
の
否
典
返
し
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
へ

。
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最
近
で
は
、
和
歌
山
、
大
阪
、
あ
る

い
は
名
古
屋
な
ど
に
お
出
か
け
に
な
る

時
、
多
く
の
力
が
自
動
車
を
利
用
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
動
車

は
確
か
に
使
利
で
す
が
、
多
く
の
一
．
酸

化
炭
素
を
排
出
す
る
と
い
っ
た
血
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
、
電
車
は

一
度

に
た
く
さ
ん
の
人
を
連
ぶ
こ
と
が
で
き
、

環
様
に
大
変
紅
應
さ
れ
た
乗
り
物
で
す
。

そ
ん
な
地
球
に
優
し
い
電
車
、
背
さ
ん

も
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

紀
勢
本
線
活
竹
化
促
進
協
議
会

※
相
談
は
人
権
擁
設
委
貝
ま
た
は
行
政

相
談
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

※
当
町
の
人
権
擁
設
委
日

・
行
政
相
談

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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:—•: 
， 和歌山県及ひ交j』libiをなく する県民迅動折進協議会では、Thと18年度中

1 に県内で使用する交辿‘久仝年間スロ ーガンを券梨し ます.今|u|牡梨する

： ローガン入選{,1品は、 乎威18年度の交通久＊仝性動の実施要紺に担げるょ

： 交通久＊全，舌動に1)駆く使用させていたたきます。
t : £ぷ蕊

： ◆主低 I ③I」I中学生に交通安全を呼びかけるもの ： 

！ 和歌山雙交通車故をなくする県民運動推進協議会 I ◆応雰方法 ； 
： ◆集期問 I Iさがき等による郵送 FAX、ビメールのいすれか ： 

ll月1日（火）～平成18年1月l6El（月） 必君 I により下記送り先まて応募してくたさい。たたし、 ： 
： ♦応雰貸格 I 応嘉区分・郵便番号 ・住所 ・氏名（ふりがな） ・年 ： 
: 嶼内に居住また1ざ唄内に通学、通勤している方 I 齢 ・漉業（会社名または学校名 ・学年等） ・屯話番 ： 

： ◆応ぢ区分 1 号を必す記載してください。 また、 学校、車業所等 ： 

： 〔じ子どもの部（小・ 中学生の作品に限ります。） 1 で取りまとめて応募される場合も同様に記曲もれか ： 

： ②忌齢者の部（平成18年1月l6El現在で満65歳以上 I ないようにお頴いします。 ； 
: の方の作品に限ります。） 1 ♦賞

， ③一般の部（干どもの部、忌齢者の部以外の方の作 1 0交通安全年間スローガン最優秀作品
： 品に限ります。） I 子どモの部 2点／高齢者の部 1点／ ： 

： ◆テーマ I 一般の部 2点
： 交通女主に関するものであればテーマは自由です。 1 0交適安全年問スローガン佳作 ； 
: 特に下記①～：のを霊点テーマとします。 I 'i'どもの部 5点以内／高齢者の部 5点以内／ : 

： ①運転者（同乗者を含む） に対するもの I 一般の部 5点以内 ； 
， ．窪転マナーの向上（字ども、嵩齢者への思いやり I ※し＼すれの宮も 交通車故をなくする瞑民窪動推進 ， 
： 運転、運転中の携帯志舌使用の禁止、安全速度の I 協議会会長営状と記念品を賭呈させていたたきますc : 
: 励行など） I なお、 毘侵秀者1さ、平成18年度交通車故をなくする : 
I • 飲酒運転の追放 I 限民運動推進協議会総会において表彰されます。 : 

: • シートペルト、チャイル ドシート活用の1散底 1 ♦その他 ， 

I • 迫法駐車の防止 1 ・審査の結果lc!、入台者のみ本人あてに通知します。 : 

: ⑦ 行者・自転車禾l」用に対するモの 1 ・入宮作品は、交通安全口発等1こ｛更用し、自的外の : 

, • 高齢者の交通安全（安全な横匝など） I 使用1さしません。また、応募原積Iざ一切返却しま ， 

I • 自転車利用者）レールの湧守

: • ヘルメ ッ トの正しい君用 1 ・入笞作品の著作権等一切の権利1オ、主催者側に帰 : 

: • 夕日れ時、夜間の交通車故防止 （反射材用品の活 I 減します。
， 用、早めのヘッドライト点灯など） 1 

； ◇送り先

: 〒640-8585（この郵便番号を記入すれば住所の記載は不要です）

： 和歌山市小松原通1-1 和歌山県環境生活部共生推進局県民生活課生活安全班あて ： 
, Tel 073-44 l -2350 Fax 073-433-1 771 
; Eメ ル e0313001@oref. wakavama. lg. iP : , E.><-Ju e03l30Dl@pref.wakayama.lg.jp 1 
.．＝•軍＝•軍 コ・・-重=•軍...コ．．＝•軍＝•軍＿ ＿ ＿―-重＝•軍＝•• -・ =•軍＝•軍コ｀ · -重＝•軍＝• • -・ =•軍＝•軍-· =•軍＝•軍コ．．―-重＝•軍...コ．．＝•軍＝•

和
歌
111
労
働
局
で
は
、
和
歌
山
県
最

低
貨
令
を
時
間
額
649
円
に
改
正
決
定
し
、

中
成
17年
10
月
1
日
か
ら
南
川
し
て
い

ま
す
。

勤

千
当
・
家
族
手
当
・
賞
与
等
は
含
ま

①
最
低
賃
金
は
、

常
用
労
働
者
の
み
で

れ

ま

せ

ん

。

な
く
、
臨
時
・

パ
ー
ト

・
ア

ル

バ

イ

ト

③

「鉄
銅
染
」

「百
行
店

・
総
合
ス
ー

な
ど
令
て
の
労
働
者
に
適
川
さ
れ
ま
す
。

パ

ー

」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
詞
い

②
最
低
賃
金
に
は
、
情
皆
勤
手
当

・
通
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
＆
行
事

串
本
町
で
は
、
町
所
有
の
士
地
の
購

入
希
望
者
を
次
の
と
お
り
券
隻
し
て
い

ま
す
。

ア
売
払
い
物
件

串
本
町
中
湊
1
0
5
番
地
1

0

宅
地
］

6
5
.
2
9
中
h
メ
ー
ト
ル

売
却
仙
格
7
2
3
万
9
,
7
0
2
日

串
本
町
中
湊
1
0
5
番
地
1

1

宅
地
］

6
4
.
1
4
T
J
j
メ
ー
ト
ル

売
却
仙
格
7
3
53
万
3
,
4
7
2
日

▼
申
込
み
に
つ
い
て

巾
込
み
等
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、

串
本
町
役
場
管
理
課

管
財
係

(6
0
7
3
5
J
_
7
2
|
0
0

8
1
)
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

児
蘊
扶
査
手
当
と
は
、
父
け
の
離

婚
・
父
の
死
＇

」
な
ど
に
よ
り
父
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
菫
に
つ
い
て

千
当
て
を
支
給
す
る
訓
度
で
、
け
＋
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児

立
の
輻
祉
の
堺
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象

父
け
の
離
婚
・
父
の
死
亡
の
他
に
、

父
が
一
定
以
上
の
隣
宮
に
あ
る
場
合
・

父
が
児
玉
を
1
年
以
上
遥
棄
し
て
い
る

場
む
な
ど
も
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
け
や
玉
育
者
が
公
的
年
金

や
追
族
補
償
を
受
け
て
い
た
り
、
所
得

額
が

一
定
以
上
の
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

了
支
給
金
額

（月
額
）

仝
部
支
給

4

1

8

8

0
日

一
部
支
給

4
1
,
8
7
0
日

日

1

9

8

8

0

 

（
第一
ー
＋
は5
,
0
0
0

円
、
第

一―—
+

以
降
は

一
人
に
つ
き
3
,
0
0
0
円
加

算）※
児
箪
扶
蒼
手
当
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

役
場
保
健
輻
祉
課

(6
0
7
3
5
J
|
6

2
|
0
53
5J
c3
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

12
月
4
日
ー
10
日
は
第
57
回
人
権
週
問

で
す
。
▼
啓
発
重
点
目
標

育
て
よ
う
＿
人
＿
人
の
人
権
意
識

ー
思
い
や
り
の
心
•
か
け
が
え
の
な
い

命
を
大
切
に

i

マ
強
調
事
項

0
男
女
共
圃
参
画
社
会
を
実
現
し
よ
う

〇
＋
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

0
商
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

、つ0
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

T
等

を
実
現
し
よ
う

0
部
落
庄
別
を
な
く
そ
う

0
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意

識
を
育
て
よ
う

O
H
I
V
咄
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

0
刑
を
終
え
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

0
ィ
ン
タ
ー
ネ
ソ

ト
を
悪
川
し
た
人
権

侵
古
は
止
め
よ
う

※
次
の
と
お
り
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
人
権
問
題
や
い
ろ
い
ろ
な

囚
り
ご
と
で
お
悩
み
の
力
は
、
お
気
鮮

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
判
で

秘
密
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
▼
日
時

12
月
5J
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分
1
3
時
30
分

て
場
所

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
古
座
分
庁

舎

1か 広報くしもと 12

連絡先

串木町役場木庁舎 TEL62-0555 

串木町役場占座分庁舎 TEL 72-0081 

串 木 病院 TEL62-0635 

古圧／II 病院 TEL72-0280 

学校教 育課 TEL62-6066 

生涯学習誅 TEL62-0006 

串木町立図書館 TEL62-4653 

保健センター TEL62-6206 

サンコの湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎あらふね TEL74-0124 

町内放送案内 TEL62-3200 

串木町ホームページアドレス

http://www.town.kushi叩 to.wakayama.jp/

串木町メールアトレス 1代表）
kikaku@t畑 n.kushimoto.wak"fama.Jp

広報くしもと 12 ⑯

一



⑫国国園口闘国
日I曜1 行事内容（時問） 場 所 I主菅課等

26 I月

1 I木I健際相談 ド環福社課

l El (9:00-ll :00)潮岬 公民館

2 El (9:30-ll :00) 須江健阻管理センター

5 El (9:30-ll :00)和深 公民館

6 El (9:00-ll :oo)田前公民館
9 El (9:30-ll :oo)樫野青年会館
12El(13:00~15:00)保健福祉センター

76El (73:00-75:00) 大島開発総合じンター

26El (9:00-ll :OO)串本町役場本庁舎

5 I月1人権擁證委員・行政相談1串本町文化センタ―I住 民課
委員全員による特設人権 串本町樹慧古配団舎

行政相談

(l3:00~l5:30) 
トーl--;------------I--------ト-----

9 I金 1行政相談

(l3:00~l5:00) 

11 I日1町内一斉清掃
(7:00～ 

古座福祉センターI住民課

＇町 的全 j或1環境衛生課

） 

13 I火I親子教室〈ひよこ広場〉 I保健福祉センターI保健福社課
6ヶ月～1歳児

(10:00-11 :30) 

14 I水I献血 （成分献血主体） I串本町文化センタ―|1呆健福祉課
(l3:00~16:00)前駐車場

16 I益1行政相談 1西向町民文化ビンターI住 民 課
(l3:00~l5:00) 

12月11日（日）は

町内一斉濤擢の日です

「美しい町づくり」のため

みんなで参加しましょう。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
祈
宮
労
働
基
準

監
督
乎

(6
0
7
3
5
|
2
2
|
5
J
2

9
5
)
へ
。

距

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従
事
し
て

い
た
労
働
者
の
方
へ

わ
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従
事
し

て
い
た
労
働
者
の
力
に

つ
い
て
は
、
将

束
、
原
発
竹
肺
が
ん
、
中
皮
腫
等
の
健

康
被
宮
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

特
に
中
皮
腫
に

つ
い
て
は
、
わ
綿
と
の

因
呆
関
係
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
発
竹
肺
が
ん
及
び
中
皮
腫
と

も
わ
綿
に
さ
ら
さ
れ
て
か
ら
発
症
ま
で

の
期
尚
が
卦
常
に
長
く
、
原
発
竹
肺
が

ん
で
1
5
1
4
0
年
、
中
皮
腫
で
2
0
1
5
0
年

と
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

原
発
竹
肺
が
ん
や
中
皮
腫
等
を
発
症

し
て
お
り
、
そ
れ
が
業
務
に
よ
り
わ
綿

に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

0
疾
病
の
治
療
に
必
吹
な
補
償

0
賃
令
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
の
補
償

0
死，
L
し
た
場
合
に
は
、
遺
族
に
対
す

る
補
償

※
詳
し
く
は
労
働
基
準
脳
督
昇
へ
ご
相

田

今
月
の
網
税

ァ

税

目

〇
固
定
資
荘
税
（
第
3
期）

▼
納
期
限

12
月
26
日
（
月
）

※
ま
た
、
国
民
他
康
保
険
税
（
第
9
期）、

介
護
保
除
村

（第
9
期
）
の
納
期
限
が

1
月
4
日
（水
）
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

※
12
月
は
「
市
町
村
・
県
合
同
滞
納
整
理

強
化
月
間
」
で
す
。
納
税
は
お
早
め

こ
！,
 

16 I金I親子教室〈ちひっこ広場〉1保健福祉センタ―|保恒福祉課
2~3歳児
(70:00-ll :30) 

23 I金I樫野崎水仙まつD I樫野埼灯台園地I観光課
(70:00-75:00) 

25 I日 ．^ ........-
217「|消防団年末誉戒 I町
I I I (21 :OO-2:00) 

的全 j或I消防団
一串本町美化推進協議会一

催

し

労
働
者
を
1
人
で
も
府
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
労
災
保
険
の
加
入
手
続
き
を

行
わ
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

中
成
17
年
11
月
1
日
か
ら
、
労
災
保

陰
＊
加
人
の
事
業
主
に
対
す
る
費
用
徴

収
訓
度
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
事
染
主
が
労
災
保
険
の
加
入
千
続

を
怠
っ
て
い
た
期
間
中
に
労
災
事
故
が

発
生
し
た
場
む
、
さ
か
の
ぽ
っ
て
保
除

料
を
徴
収
す
る
他
に
、
労
災
保
険
か
ら

給
付
を
受
け
た
命
額
の
1
0
0
％
ま
た
は

40
％
を
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
費
川
徴
収
訓
度
の
詳
細
に

つ
い

て
は
、

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
近
く
の
都
道
府
県
労
働

局
、
労
働
茎
準
監
督
署
に
お
間
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
 /
w

w
w
.m
h
l
w
.g
o
.j
p
 

談
く
だ
さ
い
。

29 I木

平
成
18
年
串
本
町
成
人
式
を
次
の
日

程
で
開
催
い
た
し
ま
す。

ア
日
時

T
成
18
年
1
月
3
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

て
場
所

南
紀
串
本
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

て
旧
串
本
町
対
象
者

昭
和
60
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
61
年
4

月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
カ

て
旧
古
座
町
対
象
者

昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
61
年
4

月
1
日
の
固
に
生
ま
れ
た
カ

※
串
本
町
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る

該
当
者
の
力
に
は
ご
案
内
を
元
し
上
げ

ま
す
が
、
住
民
翌
録
を
さ
れ
て
い
な
い

当
町
出
身
者
の
力
で
、

串
本
町
の
成
人

式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
力
は
、

生
涯

学
習
課
ま
で
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
式
は
、
パ
ー
テ
ィ
形
式
で
開
催
す
る

関
係
上
、
往
復
は
が
き
で
出
席
の
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
お
巾
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
が、

12
月
9
日
を
過
ぎ
る
と
該
当
者
名
簿
に

記
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
［
承
く
だ

さ
い
。
※
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
(
6
0
7
3

コし＿＿―-ロ

集
後
編 田

辺
海
上
保
安
部
航
行
援
助
セ
ン

タ
ー
串
本
地
区
事
務
所
で
は
、
串
本
町

が
主
催
す
る
7

水
仙
ま
つ
り
」
に
協
賛

し、

次
の
日
程
で
樫
野
埼
灯
台
の

一
般

公
開
を
実
施
し
ま
す
。

ア
日
時

12
月
23
日
（
金
）

午
前
9
時
1
午
後
4
時

※
押
野
埼
灯
台
と
、
巡
視
船
「
こ
う
ゃ
」

の
カ
ラ
ー
版
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
セ

ソ

ト
を
先
着
100名
様
に
、

同
巡
視
船
「
こ

う
や
」
の
A
3
、
A
4
サ
イ
ズ
完
成
品

を
計
20
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
兌
雨
天
の
場
む
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

マ
連
絡
先

田
辺
海
上
保
安
部
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー

串
本
地
区
事
務
所

,
0
7

3
5
|
6
2
|
0
5
2
2
 

屯

0
7
3
5
|
6
2
_
0
6
7
5

ト
ル
コ
115
周
年
の
陸
上
式
典
は
開
A

直
前
か
ら
大
粒
の
雨
が
落
ち
始
め
、
バ

ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
大
雨

と
、
テ
ン
ト
の
座
根
が
め
く
れ
上
が
る

の
で
は
と
い
う
風
の
中
で
の
式
典
と
な

り
、
カ
メ
ラ
を
沼
ら
し
な
が
ら
の
大
変

な
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
ト

ル
コ

人
が
秤
野
崎
を
訪
れ
る
と
'」

<

な
っ
た
斤
了
た
ち
の
涙
雨
が
陥
る
と
再

わ
れ
ま
す
が
、
今
回

の
追
仲
式
典
も
兵

L

た
ち
に
参
加
者
の
思

い
が
届
い
た
の

で

し
ょ
う
か
。

(
N
)

／ 

今年の火災・救急件数
-11月1日現在一

火災件数 救急件数

建物 3件 交通ワワ件

林野 0件急病 602件

その他 2件 その他 315件

合計 5件合計 994件

火災のない住みよい豊かな町づくり

＼ 

ヽ
5J
|

6
2
|
0
0
0
6
)
ま
で
お
問
い

臼
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑲ 広報くしもと 12 広報くしもと 12 ⑱



平
成

17
年
12
月
1
日
発
行

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
慄
東
牟
妻
郡
串
本
町
串
本
1
8
0
0

•
(
o
7
3
5
-
6
2
ー

0
5
5
5

編
集
•
発
行
／
串
本
町
役
場
企
画
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:/
/
w
w
w
.
 
t
o
w
n
.k
u
s
h
 Imoto
.
 
w
a
k
a
y
a
m
a
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メ
ー
ル
ア
ト
レ
ス

k
i
k
a
k
u
@
t
o
w
n
•
k
u
s
h

imoto
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w
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k
a
y
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m
a
.jp 

■主催／串本町
■お問い合わせ先／串本町役場観光課（合0735-62-0555)


